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４１７ 歯科学報 Vol．１１７，No．５（２０１７）

№１５：東京歯科大学千葉病院歯科麻酔科外来症例の臨床統計（２０１６年１月～１２月）
松永真由美，矢﨑龍彦，髙野恵実，飯嶋和斗，白澤里佳，永井諭子，川口 潤，黒田英孝，
井出智子，松木由起子，松浦信幸，一戸達也（東歯大・歯麻） 

目的：本研究の目的は，２０１６年１月～１２月に千葉病
院歯科麻酔科が担当した外来症例の内容を検討する
ことと，併せて過去５年間の日帰り全身麻酔症例の
推移を検討することであった。本研究は東京歯科大
学倫理審査委員会の承認を得た（承認番号７６９）。
方法：患者数，症例数，男女比，年齢分布，患者分
類，処置内容および管理方法について集計し，その
内容を解析した。
成績および考察：総患者数は５，４２５名，総症例数は
７，００６症例で，男性２，４０２名，女性３，０２３名であった。
内訳は，０～１９歳が６３５名，２０～３９歳が１，８６１名，４０
～５９歳が１，６５５名，６０～７９歳が１，１３４名，８０歳以上が
１４０名であった。患者の分類では，ペインクリニッ
クの患者が１，０１９名１，６７５例，有病者が５０６名５６３例，
障害者が１，１７１名１，３９５例，歯科恐怖症患者（異常絞
扼反射，過換気症候群なども含む）が１，３６０名１，６１５
例，口腔外科小手術患者が２８９名３１９例，インプラン
ト手術患者２０７名２１８例，救急患者が１６名１６例であっ
た。有病者の内訳は循環器疾患６４５例，呼吸器疾患
１７２例，代謝内分泌疾患２６３例，薬物アレルギー４５

例，その他８０例であった。歯科処置中の患者管理を
行った症例は３，２５０例で精神鎮静法を併用した症例
が２，７８８例と最も多く，このうち２，７６４例が静脈内鎮
静法であった。
２０１２年１月から２０１６年１２月までの過去５年間に外
来で行われた全身麻酔症例は８０３例，日帰り全身麻
酔は７０３例，入院症例は１００例であった。日帰り全身
麻酔の内訳は小手術が３６１例，障害者が２５７例，その
他（歯科恐怖症，異常絞扼反射なども含む）が８５例
であった。年齢は，小手術が８．４±５．２歳，障害者が
２０．８±１１．７歳，その他が１５．３±１２．０歳であった。処
置内容は抜歯（過剰歯・埋伏歯）が３４９例，その他
の小手術が８８例，う蝕治療・スケーリングが２６６例
であった。日帰り全身麻酔は患者にとって環境変化
が少なく，障害者や小児においては精神的負担が軽
減できるため，重要な全身管理法のひとつである。
処置侵襲や全身疾患等を考慮して日帰り全身麻酔を
安全に管理していくことが重要であると考えられ
た。

№１６：東京歯科大学千葉病院手術室における麻酔症例の臨床統計（２０１６年１月～１２月）
前原彩香，相原彩子，髙野恵実，飯嶋和斗，白澤里佳，永井諭子，川口 潤，黒田英孝，
井出智子，松木由起子，松浦信幸，一戸達也（東歯大・歯麻）

目的：東京歯科大学千葉病院歯科麻酔科では，経験
した手術室症例の臨床統計的解析を行い，より安全
な麻酔管理を行うための資料としている。今回我々
は２０１６年に手術室で行われた麻酔管理症例を集計
し，検討したので報告する。加えて，新しい吸入麻
酔薬であるデスフルランの本院への導入前と導入後
の麻酔管理方法の変化や手術終了からの覚醒の状況
などを比較検討したので報告する。本研究は，東京
歯科大学倫理審査委員会の承認を得て実施した。
（承認番号７６８）
方法：２０１６年１月～１２月に行われた手術室での歯科
麻酔科管理症例を対象とし，総数，男女比，年齢，
麻酔時間，手術内容，麻酔方法，出血量，輸血量，
術前基礎疾患，術中合併症・術後合併症を歯科麻酔
科データベースからレトロスペクティブに集計し，
分析した。
成績および考察：総症例数は６２３例で，全身麻酔症
例（以下全麻）は５９５例（男性２４８例，女性３４７例）
局所麻酔症例（以下局麻）は２８例（男性６例，女性

，

２２例）であった。全麻患者の平均年齢は３３歳で，４０
歳未満が４０５例と全体の６８％を占めた。局麻患者の
平均年齢は３６歳であった。麻酔時間は全麻で平均３
時間３２分，最長１１時間５０分，局麻で平均１時間３２
分，最長２時間３３分であった。全麻症例は抜歯術
（１４８例），顎変形症手術（１４７例），プレート除去・
オトガイ形成術（１１３例）の順に多かった。術前基
礎疾患は１０５例に認められ，循環器疾患（３９例）が
最も多く，次いで代謝内分泌疾患（１８例），呼吸器
疾患（１８例）の順で多かった。術中合併症は１２５例
に認められ，血圧低下（１０７例），血圧上昇（６例），
心電図変化・不整脈（１０例）などであった。全麻の
維持薬はデスフルラン３２６例，プロポフォール１６８
例，セボフルラン１０１例の順に多かった。デスフル
ランを使用した症例は，２０１５年と比べると約２．６
倍，２０１４年と比べると約２７倍となった。手術終了か
ら抜管までの時間はセボフルラン群で１１．３±４．９
分，デスフルラン群で１０．２±５．４分とデスフルラン
群の方が有意に短かった。 
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